
高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き

国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

Ｉ
（
那
覇
地
裁
沖
縄
支
部
平
成
元
年
五
月
一
一
五
日
、
判
例
集
未
登
載
）

傷
害
を
負
っ
た
。

め
て
い
た
者
で
あ
る
。

Ｈ
「
Ａ
教
諭
は
、
大
学
時
代
に
は
柔
道
を
専
攻
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
沖
縄
県
立
読
谷
高
等
学
校
に
在
職
し
て
い
た

原
告
Ｘ
は
、
昭
和
五
八
年
四
月
一
八
曰
、
石
川
高
校
二
階
の
武
道
場
に
お
い
て
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
練
習
の
一
環
と
し
て
Ｂ
教
諭
と
レ
ス

リ
ン
グ
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
（
試
合
形
式
の
練
習
）
を
し
て
い
た
最
中
に
頭
部
を
強
打
し
、
第
二
頸
椎
骨
折
、
頸
髄
損
傷
に
よ
る
四
肢
麻
癖
の

原
告
Ｘ
は
昭
和
五
八
年
当
時
、
県
立
石
川
高
校
二
年
生
（
一
六
才
）
で
、
同
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
所
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
原
告

Ｘ
は
そ
の
父
親
、
同
Ｘ
は
そ
の
母
親
で
あ
る
。
被
告
Ｙ
・
沖
縄
県
は
石
川
高
校
の
設
置
者
で
あ
り
、
Ａ
教
諭
は
同
校
の
保
健
体
育
担
当
教
諭

で
前
記
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
顧
問
と
し
て
同
部
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
者
、
Ｂ
は
数
学
担
当
教
諭
で
、
同
校
男
子
バ
レ
ー
部
の
監
督
を
つ
と

［
事
件
の
概
要
］

本
件
事
故
に
い
た
る
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
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口
「
昭
和
五
八
年
四
月
一
八
曰
、
原
告
Ｘ
は
、
午
後
二
時
五
○
分
か
ら
午
後
三
時
四
○
分
ま
で
六
校
時
の
レ
ス
リ
ン
グ
の
授
業
に
出
席
し

た
。
同
授
業
は
Ａ
教
諭
が
担
当
し
て
約
四
○
人
ほ
ど
の
男
子
生
徒
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
原
告
Ｘ
は
、
Ａ
教
諭
と
二
人
で
柔
軟
体
操
、
ブ

リ
ッ
ジ
、
タ
ッ
ク
ル
（
相
手
の
足
を
と
っ
て
倒
す
技
）
の
か
け
方
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
模
範
演
技
を
行
い
、
ま
た
Ａ
教
諭
の
指
示
で
、
参

加
し
た
生
徒
全
員
に
、
一
人
二
回
ず
つ
位
の
割
合
で
、
約
二
○
分
に
わ
た
っ
て
タ
ッ
ク
ル
を
か
け
た
。
」

昭
和
五
二
年
三
月
こ
ろ
か
ら
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
顧
問
と
な
り
、
昭
和
五
五
、
六
年
こ
ろ
に
約
数
曰
な
い
し
一
週
間
に
わ
た
っ
て
レ
ス
リ

ン
グ
の
指
導
者
講
習
を
受
講
す
る
な
ど
し
て
レ
ス
リ
ン
グ
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
昭
和
五
七
年
四
月
こ
ろ
、
石
川
高
校
に
赴
任
し
て

間
も
な
く
レ
ス
リ
ン
グ
同
好
会
（
昭
和
五
八
年
に
部
に
昇
格
。
）
を
創
設
し
た
。
原
告
Ｘ
は
、
昭
和
五
七
年
五
月
こ
ろ
、
Ａ
教
諭
の
勧
誘

に
よ
り
、
右
同
好
会
に
入
部
し
て
初
め
て
レ
ス
リ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
熱
心
に
練
習
に
打
ち
込
み
、
一
一
回
に
わ
た
り
、
県
内

の
大
会
で
ベ
ス
ト
フ
ォ
ー
に
入
賞
し
た
。
同
好
会
と
し
て
発
足
し
た
当
時
の
部
員
は
、
原
告
Ｘ
を
除
い
て
そ
の
後
ほ
ど
な
く
や
め
た
の
で
、

ス
パ
ー
リ
ン
グ
等
の
際
は
、
原
告
Ｘ
よ
り
二
○
キ
ロ
以
上
も
体
重
の
あ
る
Ａ
教
諭
が
練
習
相
手
（
ス
パ
ー
リ
ン
グ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
後
昭
和
五
八
年
四
月
こ
ろ
、
一
年
生
の
新
入
部
員
が
二
人
入
っ
た
が
、
部
員
同
志
だ
け
で
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
は
禁
止
さ
れ

て
い
た
。
当
時
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
部
活
動
は
、
曰
曜
日
を
除
く
ほ
ぼ
毎
曰
、
約
二
時
間
な
い
し
一
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
主
に
石
川
高
校

体
育
館
二
階
の
武
道
場
で
行
わ
れ
、
ラ
ン
ー
ラ
グ
、
柔
軟
体
操
、
ブ
リ
ッ
ジ
（
仰
向
け
に
寝
て
そ
り
か
え
り
、
頭
と
足
だ
け
で
体
を
支
え

て
頚
部
を
鍛
え
る
運
動
）
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
、
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
技
の
練
習
が
そ
の
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

な
お
、
レ
ス
リ
ン
グ
に
は
、
下
半
身
に
ふ
れ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
と
、
反
則
技
以
外
は
全
身
の
ど

こ
で
も
攻
防
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
石
川
高
校
で
行
わ
れ
て
い
た
の
は
後
者
で
あ
っ
た
。
」

沖
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国
「
原
告
Ｘ
と
Ｂ
教
諭
は
、
準
備
運
動
も
行
わ
ず
、
原
告
Ｘ
の
ア
ラ
ー
ム
付
き
腕
時
計
で
時
間
を
二
分
間
に
設
定
し
て
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を

１

開
始
し
た
。
当
初
、
原
告
Ｘ
は
通
常
の
練
習
時
と
同
様
に
一
一
一
分
間
に
設
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
Ｂ
教
諭
の
申
し
入
れ
で
一
一
分
間
と
し
た
も

四
「
部
活
動
は
、
六
時
半
こ
ろ
終
り
、
Ａ
教
諭
は
佐
育
館
一
階
に
あ
る
休
耆
教
官
室
に
引
き
上
げ
、
毘
彊
ロ
わ
せ
た
且
叡
諭
に
原
告
Ｘ
に
フ
ォ
ー

ル
さ
れ
た
こ
と
を
話
し
た
。
Ｂ
教
諭
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
練
習
し
た
経
験
も
指
導
し
た
経
験
も
全
く
な
か
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を

見
て
自
分
に
で
も
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
話
を
き
い
て
自
分
が
原
告
Ｘ
の
練
習
相
手
に
な
ろ
う
と
申
し

出
た
。
Ａ
教
諭
は
、
Ｂ
教
諭
が
レ
ス
リ
ン
グ
に
つ
い
て
全
く
経
験
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
少
し
た
め
ら
っ
た
も
の
の
、
申
し
出

に
応
じ
る
こ
と
と
し
、
二
階
に
い
た
原
告
Ｘ
に
「
Ｂ
先
生
が
一
緒
に
練
習
を
し
て
く
れ
る
か
ら
一
緒
に
や
り
な
さ
い
。
」
と
声
を
か
け
た
。

原
告
Ｘ
は
、
帰
る
し
た
く
を
し
て
お
り
、
Ｂ
教
諭
が
レ
ス
リ
ン
グ
に
関
し
て
全
く
経
験
の
な
い
初
心
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、

既
に
Ｂ
教
諭
が
二
階
に
上
が
っ
て
来
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
黙
っ
て
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
Ｂ
教
諭
は
、
当
時
身
長
一

六
一
セ
ン
チ
、
体
重
六
一
一
一
、
四
キ
ロ
程
度
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
原
告
Ｘ
は
、
身
長
一
五
八
セ
ン
チ
、
体
重
五
七
、
八
キ
ロ
程
度
で
あ
っ

た
。
」

ロ
「
当
曰
は
、
｜
年
生
の
部
員
は
旅
行
に
参
加
し
て
不
囮
在
だ
っ
た
の
で
、
眉
笙
ｐ
Ｘ
は
、
午
後
四
時
半
か
ら
五
時
こ
ろ
か
ら
体
育
琿
館
二
階
の

武
道
場
で
一
人
で
部
活
動
を
始
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
柔
軟
体
操
、
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
午
後
五
時
す
ぎ
こ
ろ
か
ら
Ａ
教
諭

も
加
わ
っ
て
ブ
リ
ッ
ジ
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
、
技
の
練
習
を
し
た
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
は
、
一
ラ
ウ
ン
ド
三
分
で
五
ラ
ウ
ン
ド
ほ
ど
行
い
、
最

後
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
原
告
Ｘ
は
、
Ａ
教
諭
を
フ
ォ
ー
ル
（
両
肩
を
マ
ッ
ト
に
つ
け
る
こ
と
）
し
た
。
」

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

￣
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本
件
事
故
に
よ
り
、
原
告
Ｘ
が
受
け
た
傷
害
の
程
度
は
、
原
告
側
準
備
書
面
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

径
２
）

Ｈ
原
生
ロ
Ｘ
は
、
本
件
事
故
に
よ
り
、
第
二
頸
椎
骨
折
、
頸
髄
損
傷
等
に
よ
る
四
肢
麻
痒
の
傷
害
を
負
っ
た
。

な
お
、
本
件
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
告
Ｘ
の
供
述
と
Ｂ
証
言
と
で
内
容
に
一
部
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
原
告
Ｘ
が
、

本
件
事
故
に
よ
っ
て
頭
部
を
強
打
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
記
憶
の
正
確
性
に
は
検
討
を
要
す
る
点
が
あ
る
反
面
、
Ｂ
証
言
に

は
そ
の
よ
う
な
問
題
は
な
く
、
証
人
Ｂ
が
こ
と
さ
ら
に
自
己
の
責
任
を
軽
減
し
よ
う
と
し
て
虚
偽
の
供
述
を
し
て
い
る
と
も
認
め
難
い
。

し
た
が
っ
て
、
右
両
供
述
の
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
証
一
一
一
一
足
副
っ
て
認
定
す
る
の
が
相
当
と
判
断
し
た
。
他
に
以
上
の
認
定
事
実

を
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
」

拳
員
替
え
の
具
取
中
で
．
あ
っ
た
。

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
Ｂ
教
諭
の
服
装
は
、
短
パ
ン
を
は
き
、
裸
足
で
、
上
半
身
は
裸
だ
っ
た
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
開
始
し
て
間
も
な

く
、
原
告
Ｘ
は
、
中
腰
で
立
っ
て
い
る
状
態
の
と
き
に
Ｂ
教
諭
に
背
後
か
ら
パ
ッ
ク
を
取
ら
れ
、
後
ろ
か
ら
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
四
つ

ん
這
い
の
格
好
に
な
り
、
Ｂ
教
諭
も
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
マ
ッ
ト
の
上
に
膝
を
つ
き
、
そ
の
状
態
で
マ
ッ
ト
の
上
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
た
。

予
定
の
時
間
が
来
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
が
、
勝
負
が
つ
か
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
続
行
し
、
原
告
Ｘ
が
、
Ｂ
教
諭
か

径
１
）

ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
右
手
で
Ｂ
教
諭
の
右
肘
を
つ
か
ま
え
、
右
方
向
に
巻
き
投
げ
（
パ
ッ
ク
を
取
ら
れ
た
者
が
こ
れ
を
逃
れ
る
た
め
に

相
手
の
体
を
真
横
に
回
転
さ
せ
る
技
。
「
巻
き
込
み
」
と
も
い
う
。
）
を
試
み
た
。
そ
の
瞬
間
、
Ｂ
教
諭
が
投
げ
ら
れ
ま
い
と
し
て
、
背
後

か
ら
強
く
押
し
た
の
で
、
原
告
Ｘ
は
頭
か
ら
マ
ッ
ト
に
つ
ん
の
め
り
、
鈍
い
ポ
キ
ッ
と
い
う
音
が
し
て
首
か
ら
下
２
騒
筧
が
な
く
な
っ
た
。

Ａ
教
諭
は
体
育
教
官
室
に
い
て
本
件
ス
パ
ー
リ
ン
グ
に
は
立
ち
会
っ
て
お
ら
ず
…
、
異
変
に
気
づ
い
た
Ｂ
教
諭
が
知
ら
せ
に
来
た
時
に
は

沖
大
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口
原
告
Ｘ
は
、
右
頸
髄
損
傷
に
よ
る
呼
吸
筋
麻
痒
の
た
め
、
気
管
切
開
施
行
し
、
昭
和
五
八
年
四
月
一
八
日
か
ら
同
年
五
月
三
一
曰
ま

で
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
（
人
工
呼
吸
器
）
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

口
原
告
Ｘ
は
、
本
件
事
故
に
よ
る
負
傷
の
為
、
昭
和
五
八
年
四
月
一
八
曰
か
ら
同
年
九
月
一
五
曰
ま
で
沖
縄
県
立
中
部
病
院
に
入
院
し
、

同
年
九
月
一
六
曰
か
ら
昭
和
五
九
年
十
月
一
七
曰
ま
で
九
州
労
災
病
院
に
入
院
し
た
。

四
原
告
Ｘ
が
沖
縄
県
立
中
部
病
院
を
退
院
し
、
九
州
労
災
病
院
へ
転
院
す
る
際
の
症
状
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

ァ
、
間
節
の
運
動
性
初
診
時
四
肢
の
自
動
運
動
を
全
く
認
め
な
か
っ
た
。
退
院
時
両
上
肢
の
筋
力
は
、
一
一
～
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
両

下
肢
も
一
一
～
三
キ
ロ
グ
ラ
ム

イ
、
起
立
歩
行

退
院
（
転
院
）
時
歩
行
不
能
、
又
、
起
立
位
の
保
持
も
不
能

ウ
、
座
位

転
院
時
座
位
可
能
、
但
し
、
保
持
も
短
時
間
で
、
臥
位
よ
り
自
力
で
の
座
位
は
不
能

三
握
力

昭
和
五
八
年
八
月
一
八
日
に
右
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
左
四
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム

オ
、
知
覚

第
五
頸
髄
筋
以
下
に
障
害
が
認
め
ら
れ
た
。

力
、
介
助

曰
常
生
活
動
作
の
独
立
性
が
な
い
た
め
介
助
を
要
し
た
。

田
原
告
Ｘ
の
症
状
は
固
定
し
、
昭
和
五
九
年
十
月
一
八
曰
九
州
労
災
病
院
を
退
院
し
た
が
、
右
障
害
の
結
果
、
運
動
機
能
に
麻
痒
を
起

し
、
両
下
肢
は
全
く
動
か
ず
、
両
上
肢
も
わ
ず
か
に
動
く
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
床
上
動
作
、
食
事
、
衣
服
の
着
脱
、
入
浴
等
の
曰

常
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
介
助
を
必
要
と
し
、
今
後
現
在
以
上
に
運
動
機
能
が
回
復
す
る
見
込
は
な
い
。
原
告
Ｘ
の
後
遺
傷
害
の
等
級

は
一
級
に
該
当
す
る
（
判
決
の
認
定
で
も
一
級
傷
害
に
該
当
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
）
。

こ
の
た
め
、
原
告
側
は
、
本
件
事
故
が
債
務
不
履
行
又
は
国
家
賠
償
法
一
条
に
当
た
る
と
し
て
、
Ｘ
に
対
し
て
は
、
逸
失
利
益
な
ど

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

－
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［
判
旨
］

Ｘ
に
対
し
て
は
請
求
額
の
約
三
割
に
当
た
る
六
二
四
六
万
円
余
、
Ｘ
、
Ｘ
に
対
し
て
は
約
三
割
の
一
六
五
万
円
の
一
部
認
容
。

１
在
学
契
約
に
基
づ
く
被
告
の
安
全
配
慮
譲
務
に
つ
い
て

「
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
在
学
関
係
は
、
私
立
の
高
等
学
校
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
契
約
で
は
な
く
、
行
政
主
体
た
る
県

の
入
学
許
可
と
い
う
行
政
処
分
に
よ
っ
て
生
じ
る
公
法
上
の
法
律
関
係
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
在
学
契

約
の
存
在
を
前
提
と
す
る
原
告
ら
の
主
張
は
、
主
張
自
体
失
当
で
あ
っ
て
、
他
に
安
全
配
慮
義
務
の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
何
ら
の
主
張

立
証
が
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
原
告
ら
の
安
全
配
慮
義
務
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。
」

２
国
家
賠
償
法
第
一
条
一
項
違
反
の
責
任
に
つ
い
て

Ｈ
指
導
監
督
義
務
違
反

沖
大
法
学
第
二
十
一
号

一
億
九
六
九
○
万
円
余
、

「
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
い
う
「
公
権
力
の
行
使
」
に
は
、
公
立
高
等
学
校
に
お
け
る
教
師
の
教
育
活
動
も
含
ま
れ
る
と
解
す

べ
き
と
こ
ろ
、
証
拠
資
料
並
び
に
弁
論
の
全
趣
旨
を
総
合
す
る
と
、
被
告
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、
希
望
す
る
生
徒
が
正
規
の
授
業
終

了
後
に
参
加
す
る
、
い
わ
ゆ
る
課
外
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
石
川
高
校
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
課
外
の
ク
ラ
ブ

活
動
も
学
校
の
特
別
教
育
活
動
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
Ａ
教
諭
が
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
顧
問
を
つ
と
め
て
い
た
の
も
、

２
３

Ｘ
、
Ｘ
に
対
し
て
は
慰
籍
料
各
四
一
一
五
万
円
の
支
払
い
を
被
告
沖
縄
県
に
求
め
た
。

＝
￣

四



こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
Ａ
教
諭
が
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
顧
問
と
し
て
行
う
指
導
監
督
も
、

石
川
高
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
の
「
公
権
力
の
行
使
」
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
本
件
事
故
が
、
こ
の
よ
う
な
Ａ
教
諭
の
指
導
監
督
に
際
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
記
…
で
認
定
し
た

と
こ
ろ
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
右
指
導
監
督
に
つ
い
て
Ａ
教
諭
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
被
告
は
国
家
賠
償
法
一

条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

ｐ
Ｂ
の
過
失
「
原
告
ら
は
、
更
に
、
Ｂ
教
諭
が
原
告
Ｘ
の
練
習
相
手
を
つ
と
め
た
こ
と
も
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
前
記
…
で
認
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
Ｂ
教
諭
に
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
を
指
導
す
べ
き
何
ら
の
権
限
も
地
位
も
な
く
、

同
教
諭
は
レ
ス
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
全
く
の
未
経
験
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
原
告
Ｘ
も
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
た
ま

た
ま
Ｂ
教
諭
が
石
川
高
校
の
教
師
で
あ
っ
た
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
、
同
教
諭
の
右
行
為
が
外
形
的
に
も
被
告
の
「
公
権
力
の
行
使
」

に
当
た
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
練
習
相
手
を
つ
と
め
た
場
合
と
本
質
的
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
原
告
ら
の
主
張
は
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
失
当
と
い
わ
ざ
る

口
被
告
県
の
過
失
「
な
お
、
原
告
ら
は
、
被
告
自
身
に
も
、
教
師
を
一
般
的
に
指
導
監
督
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
を

怠
っ
て
本
件
事
故
を
惹
起
さ
せ
た
過
失
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
主
張
立
証
は
全
く
な
い
の

で
、
右
主
張
は
理
由
が
な
い
。
」

四
Ａ
の
過
失
「
そ
こ
で
、
以
下
、
Ａ
教
諭
の
過
失
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

①
レ
ス
リ
ン
グ
と
は
マ
ッ
ト
の
上
で
相
対
す
る
二
人
の
競
技
者
が
相
手
を
投
げ
た
り
倒
し
た
り
し
て
相
手
を
フ
ォ
ー
ル
す
る
こ
と

あ
る
。
し
た

を
え
な
い
。
」

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

＝
一

五



沖
大
法
学
第
二
十
一
号

を
競
う
格
闘
技
で
あ
っ
て
、
相
手
に
対
す
る
直
接
の
身
体
的
攻
撃
を
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
フ
ォ
ー
ル
を
目
的
と
す

る
点
か
ら
、
身
体
の
枢
要
部
で
あ
る
頚
部
を
損
傷
す
る
危
険
性
が
高
く
、
…
少
し
間
違
え
ば
重
大
な
事
故
に
結
び
つ
き
か
ね
な
い

危
険
性
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
レ
ス
リ
ン
グ
が
高
校
生
の
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
場

合
、
指
導
対
象
で
あ
る
高
校
生
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
発
展
途
上
に
あ
る
未
成
年
者
で
あ
っ
て
、
事
故
発
生
の
危
険
が
成

人
に
比
べ
て
一
層
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
に
指
導
担
当
者
と
し
て
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
は
ら
む
危
険
性
を

十
分
認
識
し
た
う
え
で
、
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
適
切
な
指
導
監
督
を
行
う
べ
き
義
務
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
件
に
お
い
て
も
、
前
記
…
で
認
定
し
た
と
お
り
、
原
告
Ｘ
が
い
ま
だ
レ
ス
リ
ン
グ
歴
一
年
足
ら
ず
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、

し
か
も
石
川
高
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
部
員
は
、
初
心
者
で
あ
る
一
年
生
の
他
は
原
告
Ｘ
｜
人
だ
け
で
、
部
活
動
で
の
ス
パ
ー
リ

ン
グ
の
相
手
も
Ａ
教
諭
し
か
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
県
内
の
大
会
で
の
入
賞
歴
が
あ
る
と
は
い
え
、
原
告
Ｘ
の
レ
ス
リ

ン
グ
の
競
技
経
験
は
、
一
定
の
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
別
異
に
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

原
告
Ｘ
が
レ
ス
リ
ン
グ
の
熟
練
者
で
あ
っ
た
と
の
被
告
の
主
張
は
認
め
る
に
足
り
な
い
。

特
に
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
は
、
試
合
と
形
式
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
前
記
の
よ
う
な
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
内

在
す
る
危
険
性
が
現
実
化
す
る
お
そ
れ
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
適
切
に
行
い
、
練
習
と
し
て
の
効
果
を
あ
げ
る
た

め
に
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
、
と
り
わ
け
こ
れ
に
内
在
す
る
危
険
性
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
、
生
徒
の
技
術
・
経
験
に
応
じ
た

適
切
な
技
術
と
経
験
を
有
す
る
者
を
相
手
と
し
て
選
択
指
名
す
べ
き
で
あ
り
、
前
記
…
の
と
お
り
、
石
川
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
で

部
員
同
士
だ
け
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
知
識
、
技
術
、
経
験
の
な
い
者
を
高
校
生
の
相
手
と
し
て
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
行
わ
せ
て
も
、
練
習
と
し
て
の
効
果
は
薄

一一一一ハ



く
て
無
意
味
に
等
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
不
慮
の
事
故
を
発
生
さ
せ
る
危
険
性
が
少
な
く
な
い
。
特
に
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
が
興
味

本
位
に
安
易
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
な
お
さ
ら
こ
の
危
険
は
大
き
い
。
し
て
み
れ
ば
、
指
導
担
当
者
と
し
て
は
、
高
校
生
に
ス

パ
ー
リ
ン
グ
を
行
わ
せ
る
に
際
し
て
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
内
在
す
る
危
険
性
を
十
分
理
解
し
た
う
え
、
相
手
と
な
る
べ
き
者

の
知
識
、
技
術
、
経
験
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
し
て
、
こ
れ
を
選
択
指
名
す
べ
き
で
あ
り
、
特
に
興
味
本
位
の
未
経
験
者
を
高
校

生
の
相
手
方
に
指
名
し
て
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
、
も
っ
て
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
義
務

が
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
記
…
の
と
お
り
、
Ａ
教
諭
は
、
Ｂ
教
諭
が
レ
ス
リ
ン
グ
に
つ
い
て
全
く
の
素
人
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
か
つ
、
Ｂ
教
諭
は
Ａ
教
諭
が
原
告
Ｘ
に
フ
ォ
ー
ル
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
相
手
と

な
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
い
う
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
右
申
し
出
は
、
教
育
的
配
慮
と
い
う
よ
り
、
Ｂ
教
諭
個
人
の
興
味
本
位
に
出

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
及
び
Ａ
教
諭
も
こ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
て
み
れ
ば
、

Ａ
教
諭
と
し
て
は
、
Ｂ
教
諭
を
原
告
Ｘ
の
相
手
に
指
名
し
て
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
行
わ
せ
る
時
に
は
、
何
ら
か
の
事
故
が
発
生
す
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
予
見
で
き
た
の
に
（
Ａ
教
諭
が
Ｂ
教
諭
の
申
し
出
に
対
し
て
一
瞬
鍔
曙
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、

現
に
予
見
し
て
い
た
と
み
る
余
地
も
あ
る
。
）
こ
れ
を
意
に
解
さ
ず
、
漫
然
Ｂ
教
諭
と
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
原
告
Ｘ
に

指
示
し
、
も
っ
て
前
記
…
の
と
お
り
本
件
事
故
を
惹
起
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
前
記
の
注
意
義
務
に
違

反
し
た
過
失
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

口
「
な
お
、
原
告
ら
は
、
Ｂ
教
諭
の
体
格
が
原
告
Ｘ
に
比
べ
て
格
段
に
優
る
点
に
お
い
て
も
、
同
教
諭
を
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
相
手
に

指
名
し
た
こ
と
に
過
失
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
前
記
…
で
認
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
Ｂ
教
諭
は
原
告
Ｘ
を
体
重
で
七
キ
ロ
、
身
長
で
一
一
一
セ
ン
チ
程
度
上
回
っ
て

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

七



い
た
に
す
ぎ
な
い
う
え
、
前
記
…
の
通
り
、
体
重
差
が
二
○
キ
ロ
以
上
も
あ
る
Ａ
教
諭
が
普
段
は
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
相
手
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
原
告
ら
の
前
記
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。
」

口
「
ま
た
、
原
告
ら
は
、
原
告
Ｘ
が
極
度
の
疲
労
状
態
に
あ
る
の
を
看
過
し
て
練
習
を
指
示
し
た
点
で
も
Ａ
教
諭
に
過
失
が
あ
る
と

主
張
す
る
。

し
か
し
、
前
記
…
か
ら
す
れ
ば
、
六
校
時
の
授
業
終
了
か
ら
部
活
動
の
開
始
ま
で
の
間
に
は
少
な
く
と
も
一
時
間
近
く
の
間
隔
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
…
原
告
Ｘ
が
当
日
Ａ
教
諭
と
の
練
習
の
最
後
に
Ａ
教
諭
を
フ
ォ
ー
ル
し
た
こ
と
、
Ｂ
教
諭
と
本
件
ス
パ
ー

リ
ン
グ
を
行
う
に
際
し
て
も
、
当
初
時
間
を
三
分
間
に
設
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
Ｘ
が
原
告
ら
の
主
張
す
る
よ

う
な
極
度
の
疲
労
状
態
に
あ
っ
た
と
は
た
だ
ち
に
認
定
で
き
な
い
。
…
し
て
み
れ
ば
、
原
告
ら
の
右
主
張
も
採
用
の
限
り
で
は
な
い
。
」

四
「
更
に
、
原
告
ら
は
、
Ａ
教
諭
に
は
本
件
ス
パ
ー
リ
ン
グ
へ
の
立
合
い
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
と
も
主
張
す
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
な
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
内
在
す
る
危
険
性
に
加
え
て
、
前
記
…
の
と
お
り
、
石
川
高
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
Ａ

諭
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
部
員
も
一
年
生
の
他
に
は
原
告
Ｘ
｜
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
同
部
の
活
動
実
態

に
照
ら
せ
ば
、
Ａ
教
諭
に
は
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
形
式
の
練
習
を
行
わ
せ
る
に
際
し
て
は
必
ず
こ
れ
に
立
ち
会
い
、
も
っ
て
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

…
し
か
し
、
証
人
ｃ
［
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
理
事
長
］
は
、
本
件
で
Ｂ
教
諭
が
巻
き
投
げ
を
か
け
ら
れ
ま
い
と
し
て
と
っ
た
防
御

行
為
そ
の
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
禁
じ
手
で
は
な
く
、
特
に
危
険
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
覆
す
に

足
り
る
証
拠
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
Ａ
教
諭
が
仮
に
立
ち
会
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
Ｂ
教
諭
が
右
防
御
行
為
を
と
っ
た
時
点
で
直
ち

に
危
険
性
を
予
測
し
て
、
こ
れ
を
制
止
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
た
と
は
た
だ
ち
に
は
認
め
難
い
。
加
え
て
前
記
…
で
認
定
し
た
と
こ

沖
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３
過
失
相
殺
に
つ
い
て

「
原
告
Ｘ
は
、
Ｂ
教
諭
が
レ
ス
リ
ン
グ
に
関
し
て
初
心
者
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
ス
パ
ー
リ
ン
グ
に
応
じ
、
既
に
当
曰
の
練

習
を
終
え
て
帰
り
支
度
を
し
て
い
て
、
一
旦
体
が
弛
緩
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
推
認
さ
れ
る
の
に
、
準
備
運
動
も
し
な
い
ま
ま
ス
パ
ー

リ
ン
グ
を
開
始
し
た
う
え
、
当
初
予
定
し
た
時
間
が
経
過
し
た
後
も
、
中
止
を
求
め
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を

続
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
…
の
と
お
り
、
Ｂ
教
諭
の
防
御
行
為
自
体
が
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
等

を
も
考
慮
す
る
と
、
原
告
Ｘ
に
も
い
さ
さ
か
安
易
に
本
件
ス
パ
ー
リ
ン
グ
に
臨
ん
だ
過
失
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
原
告
Ｘ
の
態
度
も
あ
い
ま
っ
て
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
原
告
Ｘ
の
方
が
レ
ス
リ
ン
グ
に

関
し
て
は
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
本
件
事
故
の
発
生
に
至
る
経
緯
等
に
照
ら
す
と
、
右
過
失
が
本
件
事
故
に
寄
与
し
た
割

臼
「
以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
Ａ
教
諭
に
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
つ
い
て
全
く
の
初
心
者
で
興
味
本
位
に
相
手
と
な
る
こ
と
を

申
し
出
た
Ｂ
教
諭
を
原
告
Ｘ
の
相
手
に
指
名
し
て
本
件
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
行
わ
せ
、
本
件
事
故
を
惹
起
さ
せ
た
過
失
が
あ
り
、
こ
れ

は
、
前
記
…
の
と
お
り
被
告
の
地
方
公
務
員
が
公
権
力
の
行
使
に
際
し
て
生
じ
さ
せ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被
告
に
は

こ
れ
に
よ
っ
て
原
告
ら
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
義
務
が
あ
る
。
」

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

も
理
由
が
な
い
。
」

ろ
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
事
故
は
一
瞬
の
出
来
事
で
あ
っ
て
、
た
と
え
Ａ
教
諭
が
立
ち
会
っ
て
い
て
も
事
故
の
発
生
を
防
止
で
き
た
と

は
い
ま
だ
認
め
難
い
。
し
て
み
れ
ば
、
Ａ
教
諭
が
立
ち
会
い
を
怠
っ
た
こ
と
と
本
件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
か
に

つ
い
て
は
多
分
に
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
い
ま
だ
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
、
原
告
ら
の
前
記
主
張

＝＝
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二
学
校
事
故
判
例
を
総
体
と
し
て
と
り
あ
げ
、
類
型
化
し
、
問
題
点
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
伊
藤
進
・
織
田
博
子
『
解
説
学
誓
重
巴

（
「
判
例
評
論
」
連
載
後
、
一
九
九
二
年
単
行
本
化
）
が
あ
る
。
こ
の
類
型
に
従
え
ば
、
本
件
は
体
育
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
練
習
中
の
事
故
に

［
研
究
］

本
件
は
、
県
立
石
川
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
お
け
る
学
校
事
故
事
件
で
あ
る
。

地
元
紙
は
「
学
校
の
安
全
管
理
に
落
ち
度
」
「
県
に
六
五
七
六
万
円
の
支
払
い
命
ず
」
「
生
徒
の
過
失
も
認
定
」
と
大
き
く
報
じ
た

（
「
琉
球
新
報
」
一
九
八
九
年
五
月
二
五
曰
）
。
沖
縄
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
事
故
裁
判
が
あ
っ
た
が
、
事
故
原
因
、
被
害
の
態
様
、
賠

償
額
の
大
き
さ
の
点
で
極
だ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
判
例
集
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
載
っ
た
様
子
が
な

い
。
小
論
で
は
、
本
判
決
の
紹
介
を
兼
ね
て
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

学
校
事
故
を
考
え
る
際
、
ま
ず
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
教
育
条
件
整
備
義
務
に
比
例
し
て
、
す
な
わ
ち
条
件
整
備

の
進
ん
で
い
る
場
合
は
過
失
も
広
く
考
え
、
逆
の
場
合
は
狭
く
考
え
る
べ
き
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
マ
ン
・

ツ
ー
・
マ
ン
の
状
態
で
指
導
を
受
け
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
条
件
整
備
面
で
は
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
件
で
特
異
な
の
は
、
練

習
（
ス
パ
ー
リ
ン
グ
）
の
相
手
を
勤
め
た
の
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
に
全
く
無
知
な
教
員
（
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
て
自
分
で
も
で
き
そ
う
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
プ
ロ
レ
ス
と
勘
違
い
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
）
、
し
か
も
レ
ス
リ
ン
グ
部
顧
問
の
単
な
る
同
僚
だ
っ

入
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

合
は
四
割
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
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三
債
務
不
履
行
責
任
に
つ
い
て

在
学
関
係
を
法
的
に
ど
う
把
え
る
か
に
つ
い
て
、
教
育
法
学
の
通
説
で
は
、
特
殊
法
上
の
特
殊
契
約
と
す
る
。
設
置
者
の
如
何
を
問
わ

ず
、
在
学
す
る
子
ど
も
と
設
置
者
の
関
係
を
対
等
平
等
な
契
約
関
係
と
見
な
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
子
ど
も
の
権
利
の
一
内
容
と
し
て

「
安
全
に
教
育
を
受
け
る
権
利
」
を
認
め
る
。

し
か
し
、
国
公
立
学
校
の
場
合
、
｜
般
行
政
法
的
に
判
旨
１
の
よ
う
な
「
同
意
を
要
す
る
行
政
行
為
」
と
観
念
さ
れ
る
傾
向
が
ま
だ
強

い
（
法
的
根
拠
は
な
い
の
だ
が
）
。
し
か
し
、
私
立
Ⅱ
在
学
契
約
、
国
公
立
Ⅱ
行
政
行
為
と
い
う
峻
別
論
は
い
か
に
も
実
体
に
そ
ぐ
わ
な

い
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
特
殊
契
約
論
が
登
場
し
て
き
た
の
は
訳
が
あ
る
。
今
時
は
「
教
育
私
法
論
」
も
唱
え
ら
れ
る
に
至
っ

て
お
り
、
後
戻
り
は
許
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
在
学
契
約
Ⅱ
債
務
不
履
行
説
に
は
不
都
合
な
点
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
提
唱
者
自
身
も

自
認
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
特
殊
契
約
説
の
立
場
を
支
持
し
た
い
。

こ
う
し
た
事
情
を
考
え
る
と
、
Ｂ
に
よ
り
大
き
な
過
失
か
認
定
さ
れ
て
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
原
告
代
理
人
（
照
屋
寛
徳
）
は

判
旨
に
あ
る
よ
う
に
、
Ｂ
の
過
失
を
攻
撃
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
過
失
相
殺
四
割
と
い
う
低
額
の
認
容
と
な
っ
た
。
Ａ
、
Ｂ
合
わ
せ
て

ゼ
ロ

過
失
が
認
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
過
失
相
殺
０
な
い
し
一
一
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

に
も
反
し
て
い
る
（
三
名
の
尋
問
調
書
）
。

た
と
い
う
点
に
あ
る
。

１
１
２
３

事
実
Ｘ
は
Ｂ
の
方
に
む
し
ろ
不
誠
実
を
感
じ
て
い
る
（
本
人
尋
問
調
書
）
。
Ｂ
の
過
失
を
問
わ
な
い
の
は
Ｘ
、
Ｘ
、
Ｘ
の
被
害
者
感
情

お
し
ま
れ
る
点
で
あ
る
。

日
本
教
育
法
学
会
に
学
校
事
故
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
学
校
事
故
関
係
文
献
は
多
数
を
数
え
る
。
特
に
学
校
事
故
研
究
会

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

四
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編
『
学
校
事
故
全
書
Ｉ
、
Ⅱ
』
（
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
七
七
年
）
伊
藤
進
「
学
校
事
故
の
法
律
問
題
』
（
三
省
堂
一
九
八
五
年
）
、

伊
藤
進
・
織
田
広
子
『
学
校
事
故
の
構
造
と
法
理
」
（
三
省
堂
）
、
雑
誌
と
し
て
は
尾
山
宏
「
学
校
事
故
の
法
律
問
題
」
、
『
季
刊
教
育
法
』

一
号
、
一
九
七
一
年
秋
号
、
兼
子
仁
「
学
校
事
故
救
済
の
立
法
論
ｌ
学
校
災
害
補
償
法
お
よ
び
学
校
災
害
賠
償
法
の
提
案
」
『
日
本
教

育
法
学
年
報
』
七
二
九
七
八
年
）
号
な
ど
多
数
を
数
え
る
。
『
曰
本
教
育
法
学
会
』
レ
ベ
ル
で
は
、
事
故
に
伴
う
教
員
の
過
失
責
任
を

否
定
、
無
過
失
責
任
で
も
賠
償
を
す
べ
し
、
ま
た
事
故
の
多
く
は
教
育
行
政
の
条
件
整
備
義
務
（
教
基
法
一
○
条
二
項
）
に
よ
っ
て
お
り
、

伊
藤
・
織
田
（
「
学
校
事
故
賠
償
責
任
の
判
例
法
理
」
『
判
時
一
二
五
三
号
判
時
～
一
四
八
一
号
』
、
に
よ
れ
ば
現
行
学
校
制
度
が
内
包
す

る
構
造
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
い
ず
れ
も
妥
当
な
結
論
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
ス
ポ
ー
ツ
権
」
と
い
う
新
し
い
人
権
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
唱
導
さ
れ
、
永
井
憲
一
の
一
連
の
論
文
、
（
「
国
の
「
文
化
」
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
『
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
年
報
一
号
』
一
九
九
四
年
、
「
権
利
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
九
七

年
七
月
、
「
提
言
・
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
要
項
案
」
『
曰
本
ス
ポ
ー
ツ
法
学
及
び
年
報
五
号
』
九
八
年
六
月
）
の
ほ
か
、
伊
藤
堯
「
体
育
法

学
の
課
題
』
（
道
和
書
院
、
一
九
八
○
年
）
、
伊
藤
進
・
佐
藤
孝
司
『
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
事
故
判
例
の
研
究
』
（
道
和
書
院
、
一
九
九
五

年
）
、
濱
野
吉
生
『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
法
学
の
諸
問
題
』
前
野
書
店
一
九
八
三
年
。
千
葉
正
士
・
濱
野
吉
生
『
ス
ポ
ー
ツ
法
学
入
門
」
体

育
施
設
出
版
、
一
九
八
五
年
、
伊
藤
進
・
織
田
広
子
編
・
「
解
説
学
校
事
故
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
二
年
）
を
輩
出
し
て
、
つ
い
に
一
九

九
二
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
（
会
長
千
葉
正
士
）
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
学
校
ス
ポ
ー
ツ
事
故
も
再
検
討
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
レ
ス
リ
ン
グ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
①
マ
ッ
ト
上
で
行
う
こ
と
、
②
互
い
の
体
重
が
同
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
る
べ
き
こ

と
、
③
審
判
が
立
ち
あ
い
（
三
名
）
時
間
内
（
一
一
一
分
）
、
ポ
イ
ン
ト
を
表
示
す
る
こ
と
、
④
禁
じ
手
を
行
な
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
⑤

決
め
ら
れ
た
ウ
ェ
ア
と
シ
ュ
ー
ズ
を
は
く
こ
と
と
な
っ
た
。
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投
げ
技
の
中
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
技
術
。
比
較
的
優
し
い
印
象
を
受
け
る
の
で
、
試
合
で
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
現
行
ル
ー
ル
で
は
、
投
げ
技
の
失
敗
は
ハ
ン
デ
ィ
と
な
ら
な
い
だ
け
に
、
技
の
か
け
得
と
な
り
、
よ
け

い
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
相
手
の
後
頭
部
の
下
方
か
ら
首
の
後
ろ
に
か
け
て
の
部
位
に
ヒ
ジ
を
か
け
て
、
自
分
の
胸
元
の
横
に
引
き
つ
け

ま
す
。
片
方
の
引
き
手
と
な
る
手
は
、
自
分
の
脇
に
引
き
込
ん
で
か
か
え
こ
む
よ
う
に
固
定
さ
せ
、
上
腕
を
軽
く
握
る

と
同
時
に
、
首
を
取
っ
て
い
る
方
の
足
を
、
相
手
の
足
元
ま
で
踏
み
込
み
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
尻
を
相
手
の
腰
よ
り

下
に
お
く
か
、
あ
る
い
は
腰
横
下
に
出
し
ま
す
。
当
然
、
踏
み
込
む
と
同
時
に
反
対
の
足
を
送
り
込
ん
で
、
投
げ
に
加

速
を
加
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
体
を
つ
つ
み
込
む
よ
う
に
引
き
つ
け
る
の
も
重
要
で
す
が
、
腰
を
う
ん
と
落
と
し
て
飛
び
込
む
の
も
大
切
で
す
。

投
げ
る
の
は
ヒ
ザ
の
バ
ネ
を
使
い
、
自
分
の
体
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
作
を
い
か
に
速
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
か
。
し
か
も
自
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
、
ス
ピ
ー
ド
を
っ

本
件
の
塲
苔
、
Ａ
が
追
及
さ
れ
た
の
は
③
だ
け
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
Ｂ
の
ル
ー
ル
違
反
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
法
学
上
の
事
故
と
し
て

も
き
わ
め
て
特
異
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
る
と
次
の
記
述
が
あ
る
。

〈
注
１
〉

松
浪
健
四
郎
『
基
本
を
学
ぶ
た
め
の
新
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
。
一
九
九
○
年
刊
九
十
四
頁
～
九
十
五
頁
に

高
校
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
事
故
に
つ
き
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
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首投げ(1)



け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
ら
は
打
ち
込
み
の
反
復
練
習
に
よ
っ
て
克
服
で
き
る

首
投
げ
は
、
相
手
の
姿
勢
が
高
い
と
き
、
腰
が
棒
立
ち
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
組

３
ポ
イ
ン
ト
奪
取
で
き
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
手
が
強
引
に
前
へ
、
前
へ
と
出
て
く

る
出
鼻
を
く
じ
く
の
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

積
極
的
で
多
彩
な
攻
撃
が
要
求
さ
れ
る
現
行
ル
ー
ル
で
は
、
首
投
げ
の
連
発
は
そ

れ
ほ
ど
好
感
を
も
た
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
相
手
の
体
勢
い
か
ん
で
は
ポ
イ
ン
ト
に
つ

な
が
り
ま
す
。

首
投
げ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
引
き
手
を
完
全
に
殺
す
こ
と
。
つ
ぎ
に
は
自
分
の

体
を
す
早
く
ね
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
つ
こ
く
ね
じ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
途
中
で

あ
き
ら
め
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
引
き
手
さ
え
殺
し
て
お
け
ば
、
相
手
は
そ
の
ね
じ

り
に
つ
い
て
き
ま
す
。

ま
た
大
切
な
こ
と
は
、
投
げ
た
の
ち
、
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

投
げ
終
っ
て
マ
ッ
ト
に
つ
い
た
な
ら
、
す
ぐ
に
首
を
巻
い
て
い
た
手
を
テ
コ
に
し
て
、

返
さ
れ
な
い
よ
う
に
伸
ば
し
ま
す
。
練
習
で
は
、
｜
賞
し
て
そ
こ
ま
で
を
通
し
て
学

ぶ
べ
き
で
、
た
ん
に
投
げ
る
技
術
だ
け
を
手
中
に
し
て
も
、
好
ま
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
投
げ
終
っ
た
あ
と
が
問
題
な
の
で
す
。

首
投
げ
の
種
類
も
豊
富
で
す
。
自
分
の
体
に
あ
っ
た
技
術
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
左
右
の
首
投
げ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
効
果
は
倍
加
し
ま
す
。
首
投
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こ
れ
ら
は
打
ち
込
み
の
反
復
練
習
に
よ
っ
て
克
服
で
き
る
で
し
ょ
う
。

勢
が
高
い
と
き
、
腰
が
棒
立
ち
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
組
み
手
争
い
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
き
な
ど
に
効
果
的
で
す
。
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に
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脊
椎
骨
折

【
頸
椎
骨
折
】

脊
椎
脱
臼

（
脊
椎
脱
臼
）
脊
椎
の
脱
臼
は
多
く
の
場
合
、
脱
臼
骨
折
の
型
を
と
る
。
骨
折
を
伴
わ
な
い
も
の
は
、
頸
椎
に
多
い
。
単
純
脱
臼
に
し
て
も
、
脱
臼
骨
折
に

し
て
も
脊
髄
の
機
能
障
害
が
発
生
し
う
る
。
脊
椎
脱
臼
の
場
合
の
表
現
は
骨
盤
を
中
枢
と
す
る
。
脱
臼
は
頸
椎
に
多
く
症
状
は
一
般
に
強
烈
で
あ
る
。
患
者

の
取
り
扱
い
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
変
形
を
不
用
意
に
矯
正
し
よ
う
と
す
れ
ば
脊
髄
損
傷
を
来
す
危
険
が
あ
る
。

げ
に
か
ぎ
ら
ず
、
投
げ
技
は
左
右
ど
ち
ら
か
ら
で
も
打
て
る
ク
セ
を
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
ッ
ク
ル
や
他
の
技
術
も
同
じ
で
す
。
レ

ス
リ
ン
グ
技
術
は
、
左
右
ど
ち
ら
か
ら
で
も
使
え
る
と
苦
手
を
な
く
し
ま
す
し
、
そ
れ
が
一
つ
の
フ
ェ
イ
ン
ト
技
術
と
も
な
り
ま
す
。

自
分
は
右
利
き
だ
け
れ
ど
、
最
初
、
左
か
ら
首
投
げ
に
入
る
と
見
せ
か
け
、
す
ぐ
に
右
の
首
投
げ
を
打
つ
と
い
う
具
合
に
、
相
手
に
錯
覚
を
与
え
る
こ
と

も
技
術
展
開
の
う
え
で
は
重
要
で
す
。

す
る
が
、
第
五
頸
髄
節
以
下
で
は
胸
式
呼
吸
が
障
害
さ
れ
る
。
頸
髄
損
傷
時
に
は
特
有
な
症
状
と
し
て
体
温
の
異
常
上
昇
・
異
常
下
降
を
み
る
こ
と
が
あ
り
、

が
ん
ば
ん

ど
う
こ
う

予
後
不
良
を
示
す
。
頸
髄
下
部
損
傷
の
と
き
に
は
、
交
感
神
経
麻
庫
の
た
め
ホ
ル
ネ
ル
四
．
円
目
の
Ｈ
症
候
群
（
眼
瞼
裂
隙
の
狭
小
、
瞳
孔
縮
小
、
眼
球
陥
没
）
を

と
る
。
頸
髄
麻
痙
症
状
が
発
生
す
る
た
め
、
四
肢
麻
樺
が
お
こ
る
。
第
四
頸
髄
節
以
上
の
損
傷
で
は
、
横
隔
膜
麻
簿
の
た
め
、
呼
吸
停
止
が
お
こ
っ
て
死
亡

〈
注
２
〉

（
資
料
提
供
は
美
崎
邦
子
氏
に
よ
る
。
）

榊
田
喜
三
郎
・
山
本
真
（
監
修
）
、
大
谷

高
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ス
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故
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家
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好
発
部
位
は
第
五
～
七
頸
椎
の
高
さ
で
あ
り
、
単
独
で
圧
迫
骨
折
を
お
こ
す
こ
と
は
非
常
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
脱
臼
骨
折
の
か
た
ち
を

情
編
集
「
骨
折
・
外
傷
シ
リ
ー
ズ
４
脊
椎
の
外
傷
そ
の
２
」
『
南
江
堂
』

四
五



椎
移
行
部
が
最
も
多
く
、
下
部
頸
椎
部
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
受
傷
す
る
と
、
脊
髄
シ
ョ
ッ
ク
期
⑪
ご
旨
巳
豊
・
・
庁
と
な
り
、
受
傷
髄
節
を
含
め
、

か
ぎ
と
な
る
。

と
る
こ
と
が
多
い
。

全
反
射
は
消
失
す
る
。
こ
の
期
間
を
経
て
反
射
の
回
復
が
お
こ
り
、
回
復
期
に
は
い
る
。
全
麻
庫
の
と
き
は
伸
展
拘
縮
、
不
全
麻
癖
の
と
き
は
屈
曲
拘
縮
を

脊
髄
損
傷

み
る
こ
と
が
あ
る
。
特
殊
な
損
傷
と
し
て
中
心
性
頸
髄
損
傷
が
あ
り
、
上
肢
麻
揮
に
比
べ
て
下
肢
の
運
動
麻
凍
が
軽
度
で
あ
る
。

じ
よ
く
そ
う

治
療
の
原
則
は
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
膀
胱
管
理
・
褥
瘡
予
防
に
つ
き
る
。
と
く
に
残
存
機
能
を
よ
り
以
上
に
増
強
す
る
｝
」
と
が
社
会
復
帰
の

脊
髄
損
傷
の
形
式
は
、
振
鐙
・
圧
迫
・
挫
傷
の
三
つ
が
あ
る
が
、
脊
髄
実
質
の
挫
傷
は
重
度
の
機
能
障
害
で
あ
る
四
肢
麻
痒
を
併
発
す
る
。
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と
く
に
胸
腰

そ
の
末
梢
の


